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1．検討の目的 

 

1-1 計画検討の背景 

近年、全国的な問題として少子高齢化や人口減少が叫ばれており、本市も例外ではありません。

本市のような関東近郊の都市では、昭和 40 年代に人口が急増し、公共施設の大半がこの時期に

整備されたことから、老朽化した施設も増えています。また、少子化による児童生徒数の減少な

どにより、小中学校の適正配置を進める必要性が高まりました。 

このため本市では「市立小中学校適正配置基本計画」や「公共施設マネジメント白書」「公共

施設等総合管理計画」の策定を行い、公共施設の統廃合検討を進めており、平成 26 年度からは、

公有用地跡地の利活用方策の検討を始めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 計画検討の背景 

  

人口急増 

児童数の急増 

少子高齢化 

人口減少 

公共施設の整備 

学校の不足 

施設の老朽化 

学校の適正配置 

・市立小中学校適正配置基本計画（H21.2） 

・公共施設マネジメント白書（H23.5） 

・公共施設等総合管理計画（H28.7） 

公有用地跡地の利活用方策の検討 

●昭和 40 年代 ●現在 
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1-2 これまでの検討経緯 

平成 26 年度には、学校跡地 4 か所を含む公有用地 8 か所について、利活用方策の方向性の

検討を行いました。 

平成 27 年度には、市の中心部に近く、隣接して一定の規模となっている旧取手第一中学校・

井野小学校跡地について、より具体的な利活用計画を策定しました。その後、白山西小学校跡地

については、民間企業による社員研修所として利活用を図ることとして、平成 29 年 12 月に正

式に契約締結に至っています。 

このように、それぞれの土地の特性を踏まえて、公共利用・民間利用と多様な利活用方策を進

めており、今回、取手東小学校への統合によって、平成 27 年 3 月末に廃校となった小文間小学

校跡地について、議論を始めるため、利活用計画の検討案を複数作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 本計画の対象 

 

小文間小学校跡地 
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2．公有用地に係る取手市の現状 

 

2-1 人口動向 

本市の人口は平成 10 年（1998 年）をピークに減少に転じており、平成 17 年（2005 年）

には藤代町と合併していますが、その後も減少傾向は続いています。また、児童生徒数はピーク

時の 40％程度まで減少し、下げ止まりの傾向が見えています。 

 

 

図 本市の人口、世帯数と児童生徒数の動向 

資料：国勢調査、取手市住民基本台帳（H10）、取手市資料 

（取手市立小中学校適正配置基本計画，取手市人口ビジョン等） 
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2-2 公共施設の老朽化 

本市が保有する施設の築年数別整備状況及び耐震化の状況を見ると、その多くは人口が急増し

た昭和 45 年（1970 年）以降に整備されており、特に学校教育系施設の大半は、旧耐震基準で

建設されています。 

 

 

図 市保有施設の築年別整備状況 

出典：公共施設等総合管理計画（H28.7） 
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2-3 公共施設ニーズの変化と老朽化 

対象地周辺には、公共施設として小文間公民館が立地していますが、概ね 35 年後には、耐用

年数の限界に近づき、更新期を迎えることから、効率的な移設更新のための種地の確保が必要と

なることを想定しておく必要があります。 

 

    

小文間公民館 

(1975 年完成) 
42 年 62 年 77 年 

資料：統計とりで（取手市のあゆみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 構造別・用途別の望ましい耐用年数 

 

出典：取手市公共施設等総合管理計画（H28.7） 

 

 

概ね 35 年後には、小文間公民館が耐用年数の限界に近づく。 

※一般的な耐用年数 8０年 

日本建築学会による標準的な耐用年数 

2017 年時点の

築年数 

2037 年時点の

築年数 
2052 年時点

の築年数 
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3．小文間小学校跡地の状況 

 

3-1 施設の状況 

今回の検討対象としている小文間小学校跡地では、現在も校舎や体育館等の施設が残されてい

ますが、その多くが現行の耐震基準（耐震指標：Is 値 0.6 以上）を満たしておらず、解体・補強

存置・補修活用の方向性を判断する必要があります。 

いずれの方向性としても、それぞれ対策費用が発生することから、長期的な利活用方針を検討

した上で、方向性を判断していく必要があります。 

 

 
Is 値：構造体の耐震性能を表す指標で、数値が大き

いほど耐震性能が高い。0.6 以上であれば倒

壊又は崩壊する危険性が低いとされる。 

図 施設の耐震強度の状況 

出典：取手市資料 
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3-2 現在の利用状況 

現状で利用可能な施設の一部（体育館、校庭）は、市民団体等に開放し、利用されています。 

 

表 現在の利用状況 

場  所 利用状況 

小文間小 

跡地 

校舎 閉鎖 

体育館 廃校の体育施設として市民が利用可能 

校庭 小文間地域盆踊り大会 等 

耐震性貯水槽あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育館 プール 

校庭 

校舎 
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4．目指す方向性【上位関連計画】 

 

4-1 取手市都市計画マスタープラン 

小文間小学校跡地の位置する地域は、東部地域に位置付けられており、「自然環境と共生した

住みやすい居住環境の形成」を目指す方向性が示されています。 

 

 

 

図 東部地域の地域別構想 

出典：取手市都市計画マスタープラン（H23.3）  
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4-2 取手市公共施設マネジメント白書 

公共施設の用途ごと、地域ごとの実態・課題を整理した上で、社会環境の変化に応じた公共施

設の更新について選択と集中を実践し、改修・整備・再配置等に向けた実行計画の優先順位の順

位付けを行う必要性を示しています。 

また、資産の有効活用の必要性と具体的な調整項目が示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 資産の有効活用の必要性 

出典：取手市公共施設マネジメント白書（H23.5） 
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4-3 取手市公共施設等総合管理計画 

多くの公共施設を所有する本市では、以下の基本理念に基づきながら、公共施設の総量の縮減

率約 27％削減を目標としつつ、跡地の利活用の際は、地域住民の意向を反映させながら、公募

提案型民間活用等を検討することとしています。 

 

 

図 公共施設等総合管理計画の基本理念・方針 

出典：取手市公共施設等総合管理計画(H28.7) 

 



11 

 

5．住民意向 

 

小文間地区では居住者が少ないことから、統計的に地域の住民意向を確認することが難しい状

況にありますが、小文間小学校跡地の利用については、参考となるアンケート結果や陳情、要望

書が出されています。 

「平成 27 年度に実施した市民アンケート」「議会採択された陳情」「地元団体による住民アン

ケート」「地元団体による要望」を総括すると、以下のように整理できます。 

 

 

 

 

 

  

①「地域の防災拠点となる施設」42.9％、「公園や広場」37.1％、「地域活動や交流、生涯学

習の施設」37.1％、「地域の運動・スポーツ施設」31.4％が、取手市全体の傾向を上回る支

持 

②営利組織、団体等へ売却しないこと、将来的に学校への転用を可能とする行政による維持管

理 

③地域コミュニティ施設、郷土資料館、公園、高齢者施設、道の駅等として再整備を望む意

見、防災機能の維持を望む意見 

④旧校舎は極力そのまま使う、地域振興施設の整備・運営、駐車場を広くとる、グラウンド・

体育館を残す、ＮＰＯ法人による管理運営 

・将来的な学校再開の可能性は否定せず、行政が適切に維持管理する。 

・運営は、民間活力の導入も視野に入れて検討を深める。 

・地域の防災拠点、公園・広場、地域活動や交流・生涯学習の施設、地域の運動・スポーツ施

設としての機能を確保する。 
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5-1 市が実施した「公有用地利活用に関する市民アンケート（平成 27 年度）」 

（1）実施状況 

公有用地の利活用について、公有用地利活用の方針や計画を作成していく際の基礎資料とする

ことを目的に、取手市全域の市民意向を把握する市民アンケート調査を実施しました。 

アンケート調査は９つの設問で構成し、46.1％にあたる 1,153 票の回答が得られました。 

小文間小学校跡地の位置する東部地域※の回答票数は 35 票と少ないものの、地域意向の参考

となる意見が出されています。 

 

表 市民アンケート調査の実施概要 

項 目 内 容 

対 象 20 歳以上の市民 

抽出数 2,500 人 

実施期間 H27.8.7～8.26 

実施方法 郵送発送・郵送回収 

回収票数 1,153 票（東部地域は 35 票） 

回収率 46.1％ 

 

表 調査項目 

組み立て 設 問 内 容 

□属 性 性別、年齢、職業、生活行動、居住地 等 

１．公有用地の利活

用方策の検討に

関する認知度 

問１：跡地利用の検討の認知度 

問２：跡地利用の検討への関心度 

２．公有用地跡地の

利活用のニーズ 

問３：公有用地の利活用を図っていくにあたり、目指すべき方向性 

問４：公有用地の跡地に持たせるべき機能 

問５：類似施設として現在利用している施設 

３．民間資本の導入

の検討 

問６：民間資本を導入することについての考え 

問７：市が公有用地の用途を限定した上で、民間資本を導入するこ

とについての考え 

問８：整備された施設の管理・運営についての考え 

問９：整備された施設の管理・運営に要する費用についての考え 

 

※東部地域とは小文間、吉田、長兵衛新田をいう。 
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（2）結果概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

91.4%

79.0%

8.6%

20.2% 0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地域（N=35）

取手市全体（N=1153）

知っていた 知らなかった 無回答

問１．認知度

85.7%

83.8%

8.6%

14.0%

5.7%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東部地域（N=35）

取手市全体（N=1153）

ある ない 無回答

問２．関心度

42.9%（15）

37.1%（13）

37.1%（13）

34.3%（12）

31.4%（11）

22.9%（8）

14.3%（5）

14.3%（5）

14.3%（5）

8.6%（3）

5.7%（2）

5.7%（2）

5.7%（2）

2.9%（1）

2.9%（1）

2.9%（1）

27.4%（305）

29.2%（326）

25.5%（284）

44.7%（498）

21.7%（242）

29.0%（323）

19.2%（214）

18.2%（203）

17.6%（196）

25.7%（287）

4.2%（47）

7.2%（80）

6.9%（77）

4.1%（46）

2.2%（25）

3.8%（42）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域の防災拠点となる施設

公園や広場

地域活動や交流、生涯学習の施設

高齢者向け福祉施設

地域の運動・スポーツ施設

子育て支援施設

病院や診療所

文化施設や図書館

企業への支援施設

大規模な商業店舗

マンションなどの集合住宅

小規模な商業店舗

大学や専門学校

戸建住宅

私立中学校や小学校

その他

上段：東部地域N=35

下段：取手市全体N=1115

問４．持たせるべき機能

・票数は少ないものの、取手市全体を上回る認知度・関心度あり 

・「地域の防災拠点となる施設」42.9％、「公園や広場」37.1％、「地域活動や交流、生涯学習

の施設」37.1％、「地域の運動・スポーツ施設」31.4％が、取手市全体の傾向を上回る支持 

※問4は複数回答（3つまで）の設問であるため、グラフの割合の合計値は100%を超えていま

す。 
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5-2 議会提出された陳情等 

「取手市立小中学校適正配置基本計画」策定時には、小文間小学校に関する請願・陳情が複数

提出されており、小文間小学校の存続が困難な状況の中、以下の内容が採択されています。 

 

表 議会採択された陳情内容【陳情第 29 号 平成 24 年 12 月 12 日採択】 

陳情概要 陳情内容 

・営利組織、団体等へ売却し

ないこと 

・将来的に学校への転用を可

能とする行政による維持管

理 

・慎重な議論の結果小文間小学校が廃校となった場合で

も、先人の努力によって築かれた財産を、営利を目的と

した組織、団体等に売却することなく、取手市として将

来児童数が増加した時には再度学校として転用できるよ

うに、取手市が責任を持って地域の方々に利用していた

だきながら維持管理すること。 

 

5-3 地元団体（小文間活性研究会）による住民意向調査 

（1）団体情報 

平成 27 年 7 月に発足し、発足時会員数は区長 3 名を含む 28 名で、東谷寺住職が代表を務

めており、主に小文間小学校 PTA の OB で構成されています。東谷寺住職は、「小文間太鼓の会」

を通じて、地域の子どもたちに太鼓の合唱を指導し、盆踊り大会で披露するなどの地域活動を行

っています。 

 

（2）住民アンケート結果 

回答票数は 15 票で、世帯数 915 を考えると、回答率は非常に低いものの、市で実施したア

ンケートと共通する回答も多く見られます。 

 

表 小文間活性研究会による住民アンケート調査の実施概要 

項 目 内 容 

対 象 面足神社以東の全戸 

実施期間 H27 年 11 月～H28 年 1 月末 

実施方法 

小文間小学校正門脇に設置した回

収用ポストへの投函又は電子メー

ル 

回収票数 15 票 

 

表 調査項目と主な回答 

質問項目 主な回答 

１．旧小文間小学校の土地の

利用方法について ・地域コミュニティ施設、郷土資料館、公園、高齢者施

設、道の駅等として再整備を望む意見 

・防災機能の維持を望む意見 

２．小文間地域の活性化に向

けて何が必要と思われま

すか 
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5-4 地元団体（小文間物語の会）による要望 

（1）団体情報 

平成 27 年 1 月に発足し、会員数は 11 名（平成 28 年 3 月時点）で、主に芸術に関する

NPO 法人関係者で構成されています。小文間地域の史跡名所の宣伝を通じて地域の活性化を図

ることを目的とし、大学と連携（東京芸術大学、武蔵野美術大学）して、現地見学会・総合芸術

空間としての学校再生計画の提案・旧校舎研究等を行っています。その他、地域の史跡などの案

内図・小冊子作成、史跡めぐりウオーキングの開催、案内板の制作・設置等を行っており、平成

28 年 3 月 14 日付けで、市に要望書を提出しています。 

 

（2）要望内容 

会員数を考えると住民総意とは言えないものの、以下の要望が提出されています。 

 

表 要望項目と主な内容 

要望項目 主な内容 

１．旧校舎は極力そのまま使

う 

・「「開かれた学校」の計画」の著者である長倉康彦氏

（首都大学東京名誉教授）の設計 

・画一的教育に抗して児童１人１人の能力を育むための

教育理念による校舎設計で、教育に関する史跡として

重要 

２．地域振興施設の整備・運

営 

・地産地消のためのショップ 

・小文間の郷土資料等の展示・紹介コーナー 

・談話室 

・地域緑化美化拠点、バックヤードとなるスペース及び

倉庫 

３．駐車場を広くとる 
・駅から離れており、車でのアクセスが必須（プール跡

地等を利用） 

４．グラウンド、体育館を残

す 
・避難所や地域の行事のためにそのまま残す 

５．ＮＰＯ法人による管理運

営 

・行政に負担をかけず、NPO 法人を立ち上げ、地域高齢

者の活用を考慮して運営 
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6．小文間小学校跡地利活用計画（検討案） 

 

6-1 利活用計画の基本的な考え方 

小文間小学校跡地周辺は、「都市計画マスタープラン」において、「自然環境と共生した住みや

すい居住環境の形成」を目指すことが示されています。 

従って、当該地区では地域のまちづくり課題に対応し、地域住民の居住環境の向上に資する利

活用が求められるものと考えられます。 

そこで、小文間小学校跡地においては、地域住民の意向・まちづくり課題への対応・市の施設

管理方針を反映しつつ、長期的将来も見据えて既存施設を最大限活用した利活用計画を検討する

こととしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域住民の意向を反映した利活用計画 

地域のまちづくり課題に対応した土地利用 

行政の施設管理方針にも整合した計画内容 

活用可能な既存施設を最大限活用しつつ、 

将来的な状況変化に対応可能な利活用計画が必要 
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6-2 土地利用のコンセプト 

土地利用のコンセプトの設定においては、現状と課題の整理及び上位計画で目指す地域の将来

像を踏まえて、以下の 4 つの基本方針を設定しました。また、地域状況に配慮した短中期の土地

利用計画として、長期的な土地利用計画への移行も意識しつつ、現在までの土地の使われ方や今

後のニーズなどを勘案して、整備テーマを『歴史・文化を受け継ぐ、地域の庭』とすることとし

ました。 

東部地域では、公園等の都市的なオープンスペースが少ないことから、このような場の形成に

よって、地域住民の生活環境の向上を目指します。 

 

 

  

基本 

方針 

①学校跡地の特徴に配慮 
・地元からの寄贈地に建てられたという経緯や、学校であったというこれまでの土
地利用状況から、多くが小文間小の卒業生である周辺居住者にとって思い入れの
ある土地となっていることに配慮した、利活用計画を作成します。 

②立地特性を活かす 
・地域の中心地として学校用地に選定された経緯から、地域において等しく訪れや
すい立地となっていることから、地域の中心に求められる機能の付与を検討しま
す。 

・また、少子高齢化が著しいことから、担い手の育成や多世代交流の場としての利
活用を視野に入れた利活用計画を作成します。 

③現在の地域状況に配慮 
・中心市街地から離れており、人口・公共施設ともに少ない地域となっていること
から、安心で質の高い生活サービスに資する活用を検討します。 

・体育館は、運動の場として活用されていることから、今後も健康増進に資するレ
クリエーションの場としての機能を継承する利活用計画を作成します。 

④行政ニーズへの対応 
・現在でも避難場所としての機能を有していることから、これらの防災機能を継続
した土地利用を検討します。 

・公共施設の更新期が到来しており、今後は公民館等の機能更新も想定されます。
このような公共施設更新時の種地としての活用も視野に入れた利活用計画を作成
します。 

 

整備テーマ 

歴史・文化を受け継ぐ、地域の庭 

 

期待する効果 

小文間地区の歴史・文化・コミュニティの継承 



18 

 

 

6-3 導入機能 

小文間小学校跡地では、整備テーマ『歴史・文化を受け継ぐ、地域の庭』から、地域の交流中

心となることを期待し、『集う・楽しむ』『伝える』『守る』といった機能を導入することとし、

「交流」「レクリエーション」「継承」「防災」といった機能を想定することとしました。 

 

表 導入機能の考え方 

検討機能 導入の考え方 機能イメージ 

歴
史
・
文
化
を
受
け
継
ぐ
、
地
域
の
庭 

集
う
・
楽
し
む 

交
流 

市民が気軽に集い、楽し

める空間をつくり、イベ

ント等、多目的な利用も

可能なオープンスペース

機能の導入を図ります。  

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

市民が健康で楽しい生活

を送るための健康増進機

能の導入を図ります。 

 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ・ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝｸﾗﾌﾞ等の

体育館利用、ｻｯｶｰｸﾗﾌﾞ・盆踊

り等の校庭利用を継続   

伝
え
る 

継
承 

地域の特性を活かした芸

術文化活動や歴史・文化

を継承する学びの場を創

造します。 
  

守
る 

防
災 

これまでの小学校が担っ

てきた避難場所・避難所

等の防災機能を継承しま

す。 

 
避難場所・避難所等としての

利用を継続  

 

6-4 検討案 

既存施設を活かしつつ、長期的将来も見据えて、地域のまちづくり課題への対応を想定した土

地利用ゾーニングとして、今後、地域住民の方々との議論の材料とするため、２つの利活用計画

検討案を作成しました。 

表 土地利用ゾーニング案の概要 

案 概   要 

Ａ案 

防災機能を担う体育館，新校舎のうち耐震強度が規定値を上回る部分を活用して残

す。新校舎のうち耐震強度が規定値を下回る部分も減築するなどして残すことを検

討する。 

Ｂ案 新校舎と体育館に加えて歴史ある旧校舎を残す。 
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（1）Ａ案：防災機能を担う体育館と耐震強度が一部で規定値を上回る新校舎を活用して残す 

 

図 Ａ案の土地利用計画  

●周辺居住者が集い、地域の憩いの中心となる交

流ゾーンを形成します。 

・緑化されたオープンスペースとして再整備（既

存校舎は除却） 

●将来的には、小文間公民館の移設・更新時の種

地となる空間を確保します。 

交流ゾーン 

●既存施設に最小限の改修を加え、健康増進・

防災ゾーンを形成します。 

・健康増進を支える運動施設 

・運動サークルの活動の場 

（必要な修繕を加えて快適な利用環境に改善） 

・地域の公園的整備（子供の安全な遊び場） 

・盆踊り大会・地域運動会等、地域行事開催の

場 

・避難場所・避難所としての防災機能 

健康・防災ゾーン（多目的利用） 

●新校舎部の活用によって、芸術文化拠点を有する地域

特性を活かした芸術文化活動の創出を検討します。 

（必要な修繕を加えて快適な利用環境に改善） 

・東京藝術大学や市内在住芸術家とのコラボレーション

による体験学習（地域交流プログラム） 

・芸術家による滞在型の製作・展示スペース（アーティ

スト イン レジデンス） 

学びゾーン 

土地利用ゾーニングの考え方【短・中期的】 
○周辺には、小文間小学校の卒業生・父母が多く居住さ

れています。 

○学校が地域住民の想い出の場であること、隣接する小

文間公民館がコミュニティの中心となっていることも

勘案し、地域の歴史・文化を継承する地域の中心とし

ての土地利用ゾーニングを検討します。 

○短・中期的には、これまでの土地利用を継承しつつ、

必要な施設の補修・整備を加えて、安全に利用できる

土地利用を目指します。 

●既存施設に最小限の改修を加え、健康増進・防災

ゾーンを形成します。 

・健康増進を支える運動施設 

・運動サークルの活動の場 

（必要な修繕を加えて快適な利用環境に改善） 

・避難場所・避難所としての防災機能 

健康・防災ゾーン 

ｺﾐｭﾆﾃｨ拠点 

小文間公民館 

長期的将来における

移設・更新の想定 

●交通利便性の向上に向けた、アクセスしや

すい環境整備を検討します。 

・駐車スペースの拡張 

交通結節ゾーン 
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（2）Ｂ案：新校舎と体育館に加えて歴史ある旧校舎を残す 

 
図 Ｂ案の土地利用計画 

●既存施設に最小限の改修を加え、健康増進・防

災ゾーンを形成します。 

・健康増進を支える運動施設 

・運動サークルの活動の場 

（必要な修繕を加えて快適な利用環境に改善） 

・地域の公園的整備（子供の安全な遊び場） 

・盆踊り大会・地域運動会等、地域行事開催の場 

・避難場所・避難所としての防災機能 

健康・防災ゾーン（多目的利用） 

●新校舎部の活用によって、芸術文化拠点を有する地域特性を活

かした芸術文化活動の創出を検討します。 

・芸術体験学習（地域交流プログラム） 

・アーティスト イン レジデンス 

●旧校舎部の保存・活用によって、地域の歴史・文化継承の空間

を充実します。 

・地域の歴史・文化継承の場 

※旧校舎部の保存には、耐震補強が必要となり、多額の費用が

想定されます。市では公共施設の縮減方針を示しているた

め、クラウドファンディング等の有志による資金確保方法を

検討していくことが必要となります 

学びゾーン 

土地利用ゾーニングの考え方【短・中期的】 
○周辺には、小文間小学校の卒業生・父母が多く居住さ

れています。 

○学校が地域住民の想い出の場であること、隣接する小

文間公民館がコミュニティの中心となっていることも

勘案し、地域の歴史・文化を継承する地域の中心とし

ての土地利用ゾーニングを検討します。 

○短・中期的には、これまでの土地利用を継承しつつ、

必要な施設の補修・整備を加えて、安全に利用できる

土地利用を目指します。 

●既存施設に最小限の改修を加え、健康増進・防災

ゾーンを形成します。 

・健康増進を支える運動施設 

・運動サークルの活動の場 

（必要な修繕を加えて快適な利用環境に改善） 

・避難場所・避難所としての防災機能 

健康・防災ゾーン 

ｺﾐｭﾆﾃｨ拠点 

小文間公民館 

●交通利便性の向上に向けた、アクセ

スしやすい環境整備を検討します。 

・駐車スペースの拡張 

交通結節ゾーン 

■ｸﾗｲﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞによる廃校ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事例（広島県） 



21 

 

 

（3）整備イメージ 

作成したＡ・Ｂの検討案について、整備イメージパースを作成しました。平成 30 年 2 月に開

催した地域懇談会での意見を受けて、新校舎３階建て部分を２階建てに減築改修するイメージを

反映しています。 

 

 

図 Ａ案の整備イメージ 

 

 

図 Ｂ案の整備イメージ 

 

※今後の検討の材料であり、確定した整備イメージではありません。 

・校庭はそのまま利用

（既存機能を維持） 

・プールは埋め戻して、交通利便

性の向上に向けた、アクセスし

やすい環境整備を検討 

・体育館は耐震補強し

て、利用（既存機能を

維持） 

・新校舎は、耐震強

度を満たした一部

を残す 

・旧校舎は解体し、芝生

広場として整備 

・耐震強度を満たさない

新校舎の一部は、２階

建に減築して残す 

・旧校舎は耐震補強して、

記憶の場として保存 

・体育館は耐震補強し

て、利用（既存機能を

維持） 

・新校舎は、耐震強

度を満たした一部

を残す 

・校庭はそのまま利用

（既存機能を維持） 

・耐震強度を満たさない

新校舎の一部は、２階

建に減築して残す 

※今後の検討の材料であり、確定した整備イメージではありません。 

・プールは埋め戻して、交通利便

性の向上に向けた、アクセスし

やすい環境整備を検討 
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6-5 今後のスケジュール【予定】 

各検討案における事業スケジュール案は下表のようになります。今後は、これらの検討案を材

料として、地域住民と継続して意見交換を行いながら利活用方策を検討し、構想・方針を決定し

ていきます。その後、他の跡地利活用の事業進捗状況を考慮しながら、必要な工事などを実施し、

有効な利活用を推進していく予定です。 

 

表 短中期・長期の土地利用スケジュール 

 
短中期 

（概ね 20 年先まで） 

長 期 

（概ね 21 年先以降） 

Ａ案 

校舎

等 

 
 

校庭   

Ｂ案 

校舎

等 

 

 

校庭   

 

 

利
活
用
方
策
の
継
続
検
討 

解体・除去 

構
想
・
方
針
決
定 

耐震工事(市) 

基盤整備(市) 

解体・除去 
（減築） 

耐震工事(市) 

基盤整備(市) 

芝生広場整備

(市) 

公民館 

移設検討 
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